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春合宿 総括

文章：山田修太朗
編集：田崎未來

お世話になっております。91代副将の山田です。
2月から始まった春合宿についてご報告いたします。
私にとって最後の春合宿も終わり、インカレまでの時間が刻一刻と迫っていること
を実感しております。今代では、ヨットの上達にはより多くの出艇日数が不可欠で
あると考え、今年の春合宿では5日ターム制を導入し、例年より練習日数を増やし
ました。ターム後半には疲れも見られましたが、春合宿を乗り越えたことで、部員
全員が精神的にも体力的にも成長したと感じています。個人的に印象に残っている
のは、春合宿初期に部を代表して参加した浜名湖でのセールトレーニングキャンプ
（STC）です。講義で新たな知識を得たほか、他大学の練習方法を学び、それらを
春合宿の練習改善に活かしました。また、STCで実施されていたトレーニングを部
に持ち帰り、風待ちの時間に取り入れるなど、新たな取り組みの定着にもつながり
ました。チームとしては、陸上でのミーティングの時間を重視し、練習改善ミー
ティングの導入を進めました。同志社ウィークで各艇が必要な技術を整理し、それ
を習得するための練習内容について毎日議論を重ねました。その結果、特に下級生
を中心に、練習に対する目的意識が高まったと感じています。
長期間にわたる春合宿でしたが、振り返るとあっという間でした。春合宿で身につ
けた技術や体力を維持しつつ、4月の新歓にも全力で取り組んでまいります。



文章：小村一徳、瀧愛美、青野千咲月
編集：田崎未來-2-

部内新人戦
お世話になっております。新2回生スナイプスキッパーの青

野千咲月です。4月1日の部内新人戦について書かせていただ
きます。まず午前は懐かしのホッパーレースを行いました。
普段ティラーを握らないクルー陣は非常に楽しそうで、テン
ション上がりまくり、スキッパー陣は振り回されながらも必
死に指示をして、順位を競いました。どこかが沈をすると拍
手がわきおこり、速い艇はぐるぐる回転させられるなど理不
尽なこともありましたが、とても盛り上がり、楽しかったで
す！着艇後は、レースの順位に応じてお昼ご飯をもらいまし
た。うまい棒からお寿司まで幅広くありましたが、うまい棒
の人にみんながご飯を分けてあげるなど93期の優しい面が見
られました。その後のレクでは、どのレクにも普通とは少し
違ったアレンジが加えられていて、とても楽しく、92期のセ
ンスが光っていました！最後は恒例の正装でした。みんな独
特のセンスでおもしろく、初参戦だった女子たちもやり切り
ました。
一緒に乗り越えてきた慌ただしい1年の締めくくりとしてとて
も良い会になりました！

平素よりお世話になっております。新3回470クルーの小村一
徳です。2月28日に行われた追いコンについて報告いたします。
追いコンとは、昨年11月の江ノ島インカレをもって引退された
90代の先輩方を送り出す歓送会のことです。京都駅前のホテル
の会場で行われた追いコンでは、立食を交えながら引退された
先輩方の答辞や、運営面、金銭面でご支援してくださるOBの
方々の式辞を拝聴しました。また追いコン終了時に就航歌や
ダークブルーを斉唱し、チームとして団結力を高めました。
その後1次会は解散となりましたが、2次会ではありがたいこと
に班ごとに分かれて90代の先輩方に食事に連れていってもらい
ました。私の場合は高級な肉料理をご馳走になり、さらに詳細
は省きますが夜のお店で有意義なな体験をさせていただきまし
た。懐を寂しくさせながら、懐のとても深い先輩方が引退され
たことに一抹の淋しさを覚えましたが、これからは自分がそち
ら側に近付いていっているという意識を持って、今後さらに気
合を入れて尽力して参りますので、よろしくお願いします。

3月ポイントレース
平素よりお世話になっております。新2回生470クルーの瀧愛

美です。先日の３月ポイントレースの報告をさせていただきま
す。予報では安定した北風3〜4m、ブローで6mほどの風でし
たが、出艇する頃は予報より弱い南風でした。そんな中で第1
レースが行われました。下デッキから中デッキほどの風で、1
動作1動作丁寧に行うことに集中しました。しばらく沖で風待
ちをし、東に風が回って第2レースが行われました。ほとんど
風のない中、必死にスピンを張りました。長い長い風待ちの末、
ようやく予報通り風が北から入ってきて、第3レースの予告信
号が上がった頃にはオーバーでした。急いでピンダウンをして
第3レースに備えましたが、ゼネリコの後、次のスタートでは
ブラックが上がっていたものの上の船に恵まれず、リコールし
てしまいました。
11月のPPPの経験を活かして臨んだレースでしたが、思うよう
にいかないこともありました。春合宿も残りわずかとなりまし
たが、最後まで走り抜けて、技術の向上に励みます。

卒業生歓送会



文章：鈴木瑛太、佐藤晃右
編集：田崎未來-3-

京阪神大公交換合宿

お世話になっております。新2回スナイプクルーの
佐藤晃右です。先日京都大学、神戸大学、大阪大学、
大阪公立大学の合同合宿に参加しました。
一日目は初めての西宮での活動となり、初めての海で
の帆走には多くの驚きがありました。「海でもこれほ
ど風が振れたり回ったりするのか」と感じる一方で、
風量の差については琵琶湖の方が大きいようにも思い
ました。私は神戸大学のチームに配属され、スナイプ
リーダーの指揮のもと練習に参加しました。神戸大学
の練習は京都大学とは異なり、サークリングやトレイ
ンの練習が中心でした。動作や回航を正確にこなすこ
とで他艇を抜かすという方針でしたが、普段の練習と
は勝手が違い、最初はついていくのが精一杯でたじた
じになってしまいました。この季節ですが、ドライ
スーツの中は汗びっしょりになり、久しぶりに激しい
喉の渇きを感じるほど充実した練習でした。
二日目の午前は一日目と同様の練習を行い、午後から
は5本ほどのコース練習に臨みました。一日目と比べ
て、素早い動作やシート操作にも少しずつ慣れてきま
したが、まだまだ自分の実力不足を痛感する場面もあ
りました。午後は風向きが北から南の海風に変わり、
安定した強風が吹く中でのレースとなりました。第1
レースはスタートで埋もれてしまい、芳しい結果では
ありませんでしたが、第2レースからはスタート前の
ウェイティング位置を意識して修正しました。
即座に帆走に集中し、積極的にブローを取りに行く走
りをした結果、圧倒的な加速や流し込みでの上突破も
達成でき、納得のいく順位を残すことができました。
最終的に京阪神の中で総合1位を取ることができ、非
常に良い締めくくりとなりました。西宮のヨットハー
バーは多くの大学が集まって活気があり、とても楽し
い雰囲気でした。この交換留学は毎年恒例の行事です
ので、来年はさらに成長した姿でまた参加したいと考
えています。

新2回生スナイプクルーの鈴木瑛太です。3月4日から6日に
かけて行われた東大遠征の振り返りをご報告します。
今回は集合時間が早かったこともあり、前日に夜行バスで横
浜入りしました。雨中の観光を経て東大の合宿所に前泊しま
したが、京大の合宿所と比較して非常に新しく、整備された
環境に驚かされました。
遠征初日の午前は強風のため出艇見合わせとなりましたが、
その時間を活用して東大の主将をはじめとする部員の方々と
交流できたことは、非常に有意義な時間となりました。午後
は、早稲田大学が出艇を見送るほどの爆風の中、コース練習
を敢行しました。私は一番艇に乗らせていただきましたが、
1位でフィニッシュした直後、強烈なブローに見舞われラン
チャーが「くの字」に折れるというトラブルが発生しました。
ランチャーの破損を経験したのは初めてでしたが、その脆さ
と、限界域での扱いの難しさを痛感しました。幸いにも、そ
の日のうちにスナイプリーダーと折半して予備を購入し、翌
日の出艇に備えることができました。
2日目の午前は「浜清掃」が実施され、慶應や早稲田の部員
と共に砂の運び出し作業に従事しました。「一体何をしに遠
征に来たのか」と一瞬戸惑いもしましたが（笑）、他大学と
の共同作業もまた遠征ならではの経験であったと感じていま
す。午後は一転して、非常に学びの多い練習に打ち込むこと
ができました。
3日目は終日出艇し、新3回生の浅田さんとペアを組ませてい
ただきました。風向・風速の変化が激しく苦労しましたが、
特にトレイン（回航練習）では、風の読みやマーク回りのポ
ジショニングなど、実践的な技術を磨くことができました。
また、470級との合同コース練習において、スナイプ内トッ
プでフィニッシュできたことは大きな自信に繋がりました。
今回の遠征を通じ、練習方針や整備、動作のプロセスなど、
東大と京大の文化の違いを肌で感じ、非常に興味深く思いま
した。また、他大学の新2回生と交流できたことは、今後の
競技生活における大きなモチベーションとなりました。こう
した貴重な機会を糧に、これからも日々の練習に精進してま
いります。

東大交換合宿
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同志社ウィーク snipe級

お世話になっております。新3回生スナイプクルー

の不破倖志朗です。3月28日、29日にかけて行われた
「第42回同志社ウィーク」の結果をご報告いたしま
す。本レガッタは、我々の目標であるインカレを上
回る88艇が参加するビッグフリートであり、貴重な
経験の場となりました。自艇のペアも本大会を目標
に、春合宿を通して準備を重ねてきました。
両日とも午前は風待ちにより出艇が見送られました
が、午後には安定した風が吹き、1日目に3レース、2
日目に1レースの計4レースが実施されました。風待
ちの時間に集中を切らさず、出艇時に良い状態で
レースに入ることの重要性を改めて感じました。
自艇は本レガッタでリザルト10番代、安定して順位
を取り続けることを目標として掲げ、その達成に向
けて春合宿で練習してきました。第1レースでは4位
でフィニッシュすることができ、最終的にも目標と
していた成績を収めることができました。一方で、
第2、3レースでは思うようにレースを運べず、安定
して順位を取ることの難しさを痛感しました。
また、スナイプチーム全体としては目標を達成でき
た艇は少なく、ビッグフリートの難しさを改めて実
感するとともに、多くの課題が残るレガッタとなり
ました。
さらに、招待された社会人選手による講習会も行わ
れ、新たな知見を得る貴重な機会となりました。
今回得られたものとしては、ビックフリートでの
コースの引き方、スタート時のポジショニングや他
艇への対応の仕方でまだまだ自分の実力のなさを感
じ、改善の余地があると思いました。今後はこれら
の課題をチーム内で共有し、練習の中で再現性を高
めていきたいと考えています。
チームとしては厳しい結果ではありましたが、春合
宿を終えた現時点での実力を把握し、今後に向けて
気持ちを切り替える良い機会となりました。ここか
ら改めて気を引き締め、新歓およびレースシーズン
に臨んでまいります。

470チーム新4回生の篠原です。去る3月28日・29日に開
催されました「第42回同志社ウィーク」についてご報告い
たします。

本大会の470級には、主に琵琶湖・関西水域の大学から59
艇がエントリーしました。両日とも午前中は風待ちによる
延期を挟みましたが、昼前から風が入り始め、28日に3
レース、29日に1レースの計4レースが実施されました。

今大会における470チームの全体順位は、例年に比して高
い水準となりました。特に上位3艇については、招待選手
や同志社大学のトップ層に食い込み、7位・8位・9位を独
占する結果を残しました。現チームが着実に力をつけ、軌
道に乗ってきていることを強く実感させるレガッタとなり
ました。

自艇の結果については、1レース目こそ満足のいく順位で
滑り出したものの、2レース目でスタートの失敗が響き、
挽回できないまま大きく順位を下げる形となりました。3
レース目以降は、その遅れを取り戻そうと気合いを入れ直
して挑みましたが、悪い流れを断ち切ることができず、最
終的に目標順位には届きませんでした。

目標未達成という結果は非常に悔しいものですが、約1ヶ
月半におよぶ春合宿の成果と、現在の自分自身の技量・精
神面の課題が如実に表れたと感じています。多くの学びを
得られたことは大きな収穫でした。

全日本インカレまで残り7ヶ月を切りました。今大会で得
た糧を無駄にせず、本格的なレースシーズンに向けてチー
ム一丸となって精進してまいります。今後ともご指導のほ
どよろしくお願いいたします。

同志社ウィーク 470級



文章：西明、瀧、小川、不破
編集：田崎未來-5-

部員リレーインタビュー

何かと多忙な彼である。
スナイプスキッパーとし
て日々研鑽を積みながら、
弁護士を目指して勉学に

励む、二足の草鞋の努力
家だ。多忙ゆえか、体調
を崩して練習を欠席する
こともあるが、あまり無
理はしないでほしい。風
を読み、夢を追う彼の今
後の活躍に期待したい。

根っからの大阪人。ヨット
への情熱は部内でもピカイ
チで真面目でコツコツ努力
する姿勢もあり、任された
ことには責任感を持って取
り組む。否定から入りがち
なこともあり誤解されてし
まうことがあるが仲間思い
の一面もあり、周りとのコ
ミュニケーションも大切に
する。未経験470スキッパー
として走る姿を期待してい
る。

思い出のレース 平日の過ごし方 尊敬する先輩
これまでの部活を
振り返って

何と言っても忘
れられないのは
新人戦だ。途中
から風が急に吹
き上がり、強風
が苦手な私はた
だ翻弄されるば
かり。さらに風
は強まり、つい
にはハザード状
態。今にも転覆
しそうな船、耳
元で唸る風、飛
び交う怒号。限
界だった。それ
でも何とか着艇
し、先輩にも
らったコーヒー
の美味しさが妙
に心に残ってい
る。恋だろうか。

とにかく多忙で
ある。司法試験
の勉強、部活動、
バイトに恋愛な
ど、やるべきこ
とはいくらでも
あるのだ。しか
し、本物のエ
リートは遊ぶ努
力も怠らない。
この考えのもと、
私は友達付き合
いをわりかし大
事にしているつ
もりである。ち
なみに、恋人に
関してはいる未
来が見えないか
ら、課題は一つ
減ったと言える。
やったね！

やはり後藤先輩
だろうか。ヨッ
トに乗れば速く
てカッコ良く、
陸に上がれば優
しい笑顔のナイ
スガイである。
即ちただのかっ
こいい人だ。ま
た、私がヨット
のことで悩み、
質問すると快く
対応してくれる。
内面までカッコ
いいのだ。この
人に何が足りな
いというのか。
そう、単位だ。
神は二物を与え
なかった。留年
である。

「置いていかれ
ている」と感じ
続けている。こ
れが今の実態だ。
これはネガティ
ヴ思考ではなく、
ただの事実であ
る。帆走練でも
そう、周りの同
期に対してもそ
うである。だか
らこそ、自分に
何ができるのか
を考え続けてき
た。思えば劣等
感が私の努力の
源である。何は
ともあれ、目の
前の課題を着実
にこなしていく
しかない。

私の思い出の
レースは、1回生
のときの新人戦
です。470で初め
て出たレースで
す。乗り始めて1
週間も経たない
ほどだったので
まったく右も左
もわからない状
況でした。途中
沈することもあ
りましたが、先
輩クルーの助け
でなんとか走り
切りました。そ
の後470を練習す
る上で指針とな
るレースとなり
ました。

私は平日は大学
で過ごすことが
多いです。授業
に行って見識を
深めたり図書館
で自習したりし
ています。また
部費を稼ぐため
バイトにも勤し
んでいます。も
ちろん忘れては
いけないのは自
主練です。週に2
回の練習なので
感覚を失わない
ようにまた、自
分の課題にピン
ポイントで取り
組めるように、
自主練を行なっ
ています。

私の尊敬する同
期は中村さんで
す。彼女は高校
でヨットをして
おりヨットへの
見識は僕たちプ
レイヤーを上回
るものがありま
す。一方で彼女
を尊敬される人
たらしめるのは
その心の美しさ
にあります。僕
たち同期のこと
を誰よりも思い
やり、気にかけ
（たぶん）てく
れています。す
なわち聖人です。
そんな中村さん
のサポートに応
えられるように
頑張りたいと思
います。

これまでの部活を
振り返って私はこ
の部活に入って本
当に良かったと強
く感じています。
それはまず人との
出会いという意味
においてです。
ヨット部はさまざ
まなバックグラウ
ンドからさまざま
な人が入部してき
ます。まるで社会
を見ているようで
非常に勉強になっ
ています。また、
共に練習に励んで
いる同期もかけが
えのない友達です。
次に目標達成とい
う意味においてで
す。競技における
技術課題などを分
析し、それに対し
て必要な練習を設
定する力はこれか
らの人生でも役に
立つだろうと考え
ています。

西明賢

小川祥太郎

470 スキッパー

snipe スキッパー

思い出のレース 平日の過ごし方 尊敬する先輩
これまでの部活を
振り返って
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他にも公式のインスタグラムのアカウントとは別に、
今まで作ってきた紹介しきれないほどのたくさんの
おいしいマネ飯を発信しているインスタのアカウン
トがあるので、是非そちらもご覧ください！
右のQRコードを読んでいただくか、
https://instagram.com/kuyc_food?igshid=MzRlO
DBiNWFlZA==
こちらのリンクから飛んでいただけると閲覧可能で
す。

京都大学体育会ヨット部
滋賀県大津市鏡が浜番外地
京大ヨット部艇庫
[[hp] https://www.kuyc 
home.com/ 

[mail] kuyc.contact＠gmail.com 

https://twitter.com/kuyc_ 

https://www.facebook.com/kyoto 
sailing/?fref=ts 

https://www.instagram.com/kuyc 
_food/?hl=ja

お世話になっております。4回生マネージャーの青田
聡史です。僕の思い出のマネ飯は、タレから自作した
回鍋肉です。自他共に認めるヨット部随一の回鍋肉好
きとして、「いつか必ずマネ飯で出してやる！」と野
望を抱いていました。しかし、いざ当日。レシピに並
ぶ「〇〇醤（ジャン）」の羅列に圧倒され、計量ス
プーンを出すのも億劫になった僕は、「イー・アル・
サン・スー！」とリズムを刻みながら目分量で調味料
を投入しました。結果、〇〇醤もどこかへ消え去り、
醤油の大勝利という、ある意味で潔い一皿が完成しま
した。それでも、着艇後の疲れ切ったプレイヤーから
の「美味しかった！」の一言は、今でも忘れられませ
ん！次こそは、誰が食べても「おいしい！（好吃）」
と叫ぶ完璧な一皿を再現してみせますので、ぜひ
Instagramアカウント（@kuyc_food）で見届けてくだ

さい！

夏遠征の江の島での一コマ。この日は、スナイプ級のレス
キューでした。選手が帆走で上り続ける中、最後はハーバーま
でなんと2時間のロング曳航！これほど長い時間は初めてでした
が、富士山を眺めながらおにぎりを食べたり皆で写真を撮った
りした時間は最高に楽しかったです。練習の厳しさだけでなく、
自然の美しさを仲間と共有できるのはヨット部ならではの贅沢。
私にとって忘れられない夏の思い出になりました。

思い出のレスキュー

思い出のマネ飯
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